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由利本荘市議会だより
令和４年／２０２２年５月１日　第６８号

新学期も元気な子どもたち／岩谷児童館

ブランコ楽しいよ！

新年度予算と主な事業　　　▶Ｐ２
議論の中からピックアップ　▶Ｐ４
市長に問う！会派代表質問　▶Ｐ６
ここが聞きたい　一般質問　▶Ｐ１０
愛ＬＯＶＥゆりほんじょう ▶Ｐ１６

３月定例会



令和3年度予算より30億3866万円（4.4％）増加

新山・矢島小学校改築事業
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　令和４年１月２６日に臨時会が開催され、一般会計補

正予算１件と情報センター特別会計補正予算１件が、原

案のとおり可決されました。

　令和４年３月定例会は、２月１６日から３月１７日までの

３０日間の会期で開催され、令和４年度の施政方針と教

育方針が示されました。

　市提出案件は６６件で、人事案件５件、条例の制定と

一部改正１８件、契約案件２件、補正予算など３３件、

その他８件が審議され原案のとおり可決、同意されました。

　また、陳情１件は不採択とされ、議員発案４件は原案

のとおり可決されました。

▶1月臨時会、3月定例会 ◀
15億6444万円

4380万円
ゆりほんIＣT子供の学びアップデート
プラン 1億50万円

市道・一番堰薬師堂線など整備事業

老朽化が進んでいる校舎を改築し、新校舎で使用

する机・椅子などの学校備品を購入する。

ＩＣＴ支援員配置事業（秋田県立大学・産学共同研究
センターとの共同）　などＧＩＧＡスクール構想の積極的
な推進を行う。

社会資本整備総合交付金を活用し市道を整備する。一番

堰薬師堂線では今年度、用地買収や側道工事を行う。

※陳情第１号：常設の住民投票条例の制定を由利本荘市議会に求める陳情

※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党
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令和4年度 3会計予算総額
※3会計とは　①一般会計②特別会計③企業会計をいいます。

由利本荘市議会だより  第68号（3月定例会）3

●教育に関する事務の職務権限の

　特例に関する条例の制定について

●滝沢舘公園設置条例の制定について

●奨学金返還支援基金条例の制定について

条例関係（主なもの） 可決

人　事　案　件 異議
なし

■人権擁護委員（任期：３年）

　渡　邊　公美子（再任）本荘地域　石脇
　加　藤　ひと美（再任）岩城地域　亀田
　菊　地　久　昭（再任）大内地域　岩野目沢
　藤　山　日奈子（再任）鳥海地域　中直根
　佐　藤　清　和（新任）由利地域　東鮎川

ふじ やま ひ な こ

きく ち ひさ あき

さ とう きよ かず

か とう み

わた なべ く み こ

◆一番堰都市下水路新設工事請負契約の
　締結について
◆土地（本荘東中学校区統合小学校建設事業用地）
　の取得について

契約締結（主なもの）

◆大内山村活性化支援センター
　譲渡の相手方：板井沢町内会　新田町内会
◆軽井沢生活改善センター
　譲渡の相手方：軽井沢町内会
◆大内三川情報拠点施設
　譲渡の相手方：大内三川町内会
◆立井地地区部落集会所
　譲渡の相手方：立井地部落会
◆鳥海町百合茎地区林業研修センター
　譲渡の相手方：百合茎町内会

財産の無償譲渡 可決

可決

5億6561万円
羽後本荘駅周辺整備事業

2937万円
園芸メガ団地（シャインマスカット）
整備事業

令和４年度はホームの延伸工事を行うほか、駅前広場

および駅東広場を整備する。

園芸振興をリードする新たなシャインマスカットの産

地化を目指し経営体を育成支援する。

最終処分場実施設計、敷地造成工事、アクセス道路整

備工事、循環型社会形成推進地域計画策定などを行う。

アベイバプロジェクト…イベントやサークル活動、企業団体

同士の交流会を通した若者同士が交流から、友達づくり以

上・婚活未満の「自然な出会い」につなげる。

3億3214万円
新ごみ処理施設整備事業

2315万円
地域おこし協力隊関連事業

主な事業

由利本荘市議会だより  第68号（3月定例会）3
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３月定
例会

１月臨
時会

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

由利本荘プロモーション会議

問 　どのような活動が行われるのか。

答 　市内８地域の２０～４０歳の若者が「住み

続けたい、訪れてみたい由利本荘市をつくる」

をテーマに、地域で実践活動を行う。活動の

展開により、地域から市全体への元気創出に

つなげていく。

　若者の発想をまちづくりに生かしていきます。

総

元気な地域づくりチャレンジ
事業

問 　どのようにして事業を決めたのか。

答 　市内８地域の市職員が「地域にとって何が

必要か」「どうしたら地域が元気になるのか」

熱意とアイディアをもって事業を立案し、各総

合支所ごとに市長にプレゼンを行い、決定し

た事業を展開していく。

　市職員のアイディアを生かした事業を実施しま

す。 総

プレミアム商品券事業

問 　事業の詳細は。

答 　コロナで影響を受けた店舗などの売り上げ

の一助になることを目的に実施する。

　商品券１万円分を７千円で１人２セットまで

購入可能となる。詳細は６月１日号の市広報お

よびホームページでお知らせする。

　市内で使用できる商品券を発行します。 産

公共住宅管理条例の
一部改正案

問 　どのような内容に改正されたのか。

答 　秋田県で導入を進めているあきたパートナ

ーシップ宣誓証明制度へ対応するために改正

された。

　パートナーシップ関係にあれば、婚姻の届

け出をしていなくても、事実上婚姻関係と同

様にみなす改正である。これにより県の公営

住宅入居の際に利用できるようになる。

　県のあきたパートナーシップ宣誓証明制度への

対応を機に改正されます。 産

本荘東中学校区統合小学校
建設事業

問 　令和４年度の事業内容は。

答 　子吉小学校、小友小学校、尾崎小学校の
一部学区を統合し、新小学校を建設するた
めの統合小学校造成工事、実施設計を行う。
　敷地面積は、３.８ヘクタールとなる。

　新小学校建設のための準備を進めます。

教

本荘東中学校に隣接する建設予定地

地　域

本　荘

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

西　目

鳥　海

市　外

　計

43

5

8

10

15

11

8

5

3

108

人　数

プロモーション会議の在住地域別人数

（人）
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修学旅行バス三密対策事業

問 　事業内容はどのようになるか。

答 　小学校・中学校の修学旅行におけるバス移

動の際、密を避けるためバスの増台やサイズ

の変更などの対策に要した費用に対して学校

へ補助する。

　バス移動の密を避けるため補助します。 教

旧前郷小学校跡地整備事業

問 　どのような公園になるのか。

答 　校舎跡地の東側を「芝生広場」として整備

し、地域住民の憩いの場として活用する。

　また、西側を「土の広場」として整備し、

災害時の避難場所など、多目的利用を図って

いく。

　滝沢舘公園として整備事業を行います。 総

整備が進む滝沢舘公園（旧前郷小跡地）

米価下落対策緊急対策事業

問 　補助事業の詳細はどのようなものか。

答 　コロナ感染症の影響により生じた米の需要

減少による米価下落への緊急支援として、令

和３年産の主食用米を作付けした農家に種子

購入代の２分の１相当額を支援する。

１０アールあたり水稲種子代１,０００円補助しま

す。 産

委員会条例の一部改正により、

４月１日から常任委員会の所管部局が

下記のようになりました。

【総務常任委員会】 

　総務部、企画振興部、会計課、議会事務局、選挙管
理委員会事務局、監査委員事務局、消防本部

【教育民生常任委員会】

　市民生活部、健康福祉部、教育委員会事務局

【産業建設常任委員会】 

　産業振興部、観光文化スポーツ部、建設部、農業
　委員会事務局、企業局

由利本荘市組織条例の
一部改正

問 　機構改革でどのように変わるのか。

答 　主なところでは、農林水産部と商工観光

部を統合し産業振興部とする。また、新た

に観光文化スポーツ部を設置し、観光施設

の魅力向上や観光・スポーツイベントの開催、

芸術文化を通し、にぎわいの創出に取り組む。

　機構改革に伴い条例を一部改正します。 総

議 員 発 案

○議員発案第１号

　由利本荘市議会委員会条例の一部改正について

　重大な感染症のまん延防止の観点等からオンライン
　会議システムによる委員会出席を可能にするため改
　正するもの
○議員発案第２号

　由利本荘市議会会議規則の一部改正について

○議員発案第３号

　ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を非難する

　決議について

○議員発案第４号

　由利本荘市議会委員会条例の一部改正について

　組織機構の改正に伴い、常任委員会の所管事項を変
　更するもの

可決
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１．湊市政１年目の自己評価は
２．新型コロナウイルス感染症対応
　　地方創生臨時交付金の活用の
　　検証と今後の仕組みの構築は
３．総合計画「新創造ビジョン」
　　から
４．今後の財政状況
５．地元産業振興による経済活性
　　化と若者定着と担い手育成
６．行政改革大綱から
７．移住定住の促進から
８．住民自治のまちづくり
９．農業の持続的発展の現状と課題
10．森林行政としての森林環境譲
　　与税の活用と今後の方向性
11．観光振興から
12．高齢者福祉から
13．教育行政から

質　問　項　目

会長　長沼久利

高　志　会
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不
安
解
消
に
結
び
つ

く
よ
う
取
り
組
む
。

答

会長　岡見善人

今
年
度
は
、
15
の
種
目
で
全
国

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
活
躍
が
あ
る
。
ま
た
、
ナ
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
に
設
置
し
た
「
屋
外
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
」
は
小
・
中
学
生
や
高

校
生
を
中
心
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
な
ど
、
近
年
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
競
技
に
つ
い
て
は
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
や
若
者
の
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
に
お
い
て
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
調
査
、
研
究

し
て
い
く
。

答

東
由
利
地
域
で
設
立
さ
れ
た

「
黄
桜
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」
は
、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
一
方
、
共
助
組

織
は
、
自
宅
の
除
排
雪
に
加
え
、
地
域

答

問

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
３
Ｘ
３

や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や

若
年
層
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
要
素

を
秘
め
て
お
り
、
若
年
層
が
集
う
場
と

幼
児
か
ら
競
技
に
親
し
む
た
め
の
環
境

整
備
を
図
る
べ
き
で
は
。
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１．施政方針と新創造ビジョン後期

　　基本計画について

２．教育方針におけるオンライン学

　　習について

３．新型コロナウイルス感染症に伴

　　う施策について

４．共助による除排雪の取り組みを

　　地域コミュニティの活性化につ

　　なげることについて

５．デジタル化による業務の効率化

　　と職員配置の最適化について

６．地域おこし協力隊に対する期待

　　と任期後の定住に向けた環境整

　　備について

７．地域の宝であるこども達を守り

　　育てる仕組み作りについて

質　問　項　目

立憲民主・きずな

〜
施施
政
施
政
施
政
方

問
う
問問問
うう
問
う
問
う
！
う
！！
〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜
施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！
〜

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
と
比
較

で
き
な
い
ほ
ど
の
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
る
飲
食
業
は
じ
め
、
影
響
を

受
け
て
い
る
事
業
者
へ
の
支
援
が
必
要
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
感
染
症
に
伴
う
施
策
は

問

飲
食
店
を
は
じ
め
各
業
種
が
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
独
自
の
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
特
に
影
響
が
大

き
い
事
業
者
を
対
象
と
し
た
支
援
に
取

り
組
む
。

　
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
注
視
し
な
が
ら
、
事
業
継
続
の
下

答

支
え
と
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

や
高
齢
者
宅
な
ど
の
除
排
雪
も
担
う
た

め
、
体
力
面
の
負
担
や
作
業
時
間
の
増

加
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
参

考
と
し
な
が
ら
、
除
排
雪
活
動
を
行
う

組
織
の
立
ち
上
げ
と
活
動
の
後
押
し
が

で
き
る
施
策
を
研
究
し
て
い
く
。

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
除
雪
は
大

変
で
あ
り
、
組
織
化
に
よ
る
共

助
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
。

共
助
に
よ
る
除
排
雪
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を

問

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
は



１．市長就任１０カ月について

２．健全な財政への展望について

３．令和４年度の事業計画について

４．氷上のミュージカル「ディズニ

　　ー・オン・アイス」について

質　問　項　目

会長　三浦晃

サキホコレ
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会会

派

代

表

質

問

就
任
時
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
翻
弄
さ

れ
、
決
し
て
楽
な
ス
タ
ー
ト
で
は
な
か

っ
た
と
思
う
。
初
め
て
の
施
政
方
針
に

お
い
て
、
市
長
と
し
て
の
意
気
込
み
を

感
じ
て
い
る
。
こ
の
１０
カ
月
間
の
市
長

と
し
て
の
手
応
え
や
感
想
を
伺
う
。

市
長
就
任
１０
カ
月
の
思
い

問

就
任
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
常

に
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
て
市
政
運
営
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。

答

「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
」
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
人
口
減
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
現
状
だ
。
こ
の
事
業
で
少

し
で
も
好
転
を
期
待
す
る
が
、
そ
の
支

援
内
容
は
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
は

問

39
歳
以
下
の
新
規
に
婚
姻
し
た

方
々
の
経
済
的
負
担
を
支
援
す

る
事
業
で
あ
る
。

答

　
市
民
生
活
を
一
番
に
考
え
、
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
全
庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
。
２
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
９
割
を
超
え
、

現
在
３
回
目
の
接
種
も
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

　
将
来
の
成
長
・
発
展
に
つ
な
が
る
鳥

海
ダ
ム
や
洋
上
風
力
発
電
な
ど
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
る
。
ほ

か
に
も
多
く
の
新
規
事
業
や
継
続
事
業

を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
希
望
あ
ふ
れ
る
、

優
し
い
由
利
本
荘
市
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　

引
っ
越
し
費
用
や
住
宅
の
取
得
、
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
な
ど
が
対
象
と
な
る
。

市
と
し
て
は
人
口
減
少
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
、
効
果
的
な
展
開
に
努
め
て

い
く
。

世
界
的
に
有
名
な
ラ
イ
ブ
公
演

を
由
利
本
荘
市
に
招
へ
い
で
き

た
経
緯
は
。

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・

　
　
　
　
　
ア
イ
ス
」
公
演

問

日
本
公
演
を
招
へ
い
し
て
い
る

中
京
テ
レ
ビ
放
送
の
担
当
の
方

が
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
視
察
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
様
々
な
観
点

か
ら
、「
日
本
公
演
の
ス
タ
ー
ト
地
と

し
て
申
し
分
な
い
」
と
の
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
。
こ
の
公
演
は
、
日
本
公

演
35
回
目
を
記
念
す
る
特
別
公
演
で
あ

り
、
東
北
・
北
海
道
で
は
唯
一
の
開
催

地
と
な
っ
て
い
る
。
市
内
外
の
多
く
の

皆
さ
ま
に
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
特
別

な
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答



会長　大友孝徳
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１．地元産業振興による経済活性化

　　と若者定着、担い手育成につい

　　て

２．羽後本荘駅周辺整備事業につい

　　て

３．未来を切り拓く子どもを地域社

　　会全体で健やかに育てる施策に

　　ついて

４．再生可能エネルギーと市民及び

　　自然環境の共存について

５．市長の市職員への基本姿勢につ

　　いて

質　問　項　目

市民の窓口

〜
施施
政
施
政
施
政
方

問
う
問問問
うう
問
う
問
う
！
う
！！
〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜
施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！
〜

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
市
の
役

割
は
、
現
在
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

み
と
の
こ
と
。
市
民
が
喜
ぶ
よ
う
な
商

業
施
設
な
ど
へ
の
関
与
は
で
き
な
い
か
。

一
番
堰
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
っ
と
関
与
を

問

1
月
に
実
施
さ
れ
た
こ
の
事
業

は
低
調
に
終
わ
っ
た
。
現
場
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

　
還
元
事
業
を
も
っ
と
効
果
的
に

問

官
民
連
携
に
よ
る
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、
推

進
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
今
後
も
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

答

実
情
を
把
握
し
、
も
っ
と
成
果
を
上
げ

ら
れ
な
い
か
。

1
月
の
事
業
で
も
一
定
の
事
業

基
盤
は
で
き
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

を
使
っ
て
新
年
度
も
こ
の
事
業
を
実
施

し
地
域
経
済
再
生
に
つ
な
げ
た
い
。

答
今
年
完
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
こ
に
何
が
で
き
る
の
か
。

羽
後
本
荘
駅
周
辺
整
備
事
業
は

問

駅
前
広
場
に
は
屋
根
付
き
歩
道

が
設
置
さ
れ
、
有
料
駐
車
場
が

17
台
分
、
駅
東
広
場
に
は
14
台
分
で
き
、

市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施

答

子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
表
示

と
し
て
「
子
育
て
応
援
マ
ー
ク
」

を
市
役
所
や
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
に
設

置
し
、
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
で
き
な

い
か
。

未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を

　
　
地
域
全
体
で
健
や
か
に

問

市
で
は
「
子
ど
も
と
子
育
て
に

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
」
を
か

か
げ
て
お
り
、
提
案
の
マ
ー
ク
の
必
要

性
も
検
討
す
る
。

答

洋
上
風
力
発
電
の
※

離
岸
距
離

が
世
界
に
比
べ
近
す
ぎ
る
。
こ

れ
で
は
超
低
周
波
音
や
シ
ャ
ド
ー
フ
リ

ッ
カ
ー
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
す
る

の
で
は
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
市
民

　
お
よ
び
自
然
環
境
の
共
存
は

問

本
市
に
健
康
被
害
を
訴
え
る
市

民
は
い
る
。
市
長
も
会
っ
て
み

て
は
。
問

健
康
へ
の
影
響
を
含
め
、
陸
上

同
様
に
洋
上
風
力
も
国
の
指
導

に
よ
り
適
切
に
事
業
が
行
わ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

答
市
は
健
康
被
害
が
な
い
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
が
、
も
し
健

康
被
害
が
医
学
的
か
法
的
に
立
証
さ
れ

れ
ば
、
市
の
立
場
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ

る
。 答

本
市
を
含
む
４
市
町
で
ユ
ネ
ス

コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を

目
指
す
に
は
、
本
市
の
宝
で
あ
る
大
自

然
を
汚
す
風
車
な
ど
の
人
工
構
造
物
は

も
う
止
め
る
べ
き
で
は
。

問

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

の
実
現
に
向
け
た
風
力
を
含
む

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
ジ
オ
パ
ー

ク
の
理
念
に
反
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答

設
に
な
る
。
完
成
図
は
広
報
に
掲
載

予
定
で
あ
る
。

※離岸距離…岸からの距離　海外：20～75㎞　由利本荘市：1.5～４㎞



11P 佐々木隆一（日本共産党）
１．核兵器のない世界へ

２．新型コロナ感染症対策について

３．成年年齢の引下げによる消費者被害の防

止を

４．鹿角市の官製談合事件に関連して

５．放課後児童支援員の処遇改善を

６．水田交付金・見直しの影響は

７．防火・防災対策について
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10P 阿部十全（立憲民主・きずな）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．風力発電について

２．再生可能エネルギーについて

３．文化的財産の取り扱いについて

４．子育ての環境と支援について

５．災害に備えた公の機関の連携について

12P 佐藤義之（高志会）
１．新創造ビジョン後期基本計画、未来のさ

らなる飛躍を実現する「６つの重点施策」

２．第３次由利本荘市食料・農業・農村基本

計画

３．ジオサイトの観光地整備について

４．観光地・文化施設等の案内看板のＩＴ化（Ｑ

Ｒコード）について

５．学校給食でのジャージー牛乳の普及につ

いて

12P 松本学（市民の窓口）
１．由利本荘市ケーブルテレビのインターネッ

ト、０５０ＩＰ電話、ＩＰ音声告知端末、お

よびＩＰ電話サービスの終了について

２．降雪、積雪に伴う問題への対応について

13P 小川幾代（立憲民主・きずな）
１．ごみ減量化に向けた取り組みについて

２．二地域居住における課税のあり方の検討

について

３．大規模災害時の情報について

一般質問一般質問問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 佐藤正人（公明党）
１．人口減少対策について

２．水田活用の直接支払交付金の見直しにつ

いて

３．がん患者医療用補正具等購入費助成事業

について

４．健康・福祉の充実のために職場の協力を

５．芸術・文化作品展示場所の整備について

13P 佐藤健司（高志会）
１．人口減少対策について

２．産業振興策について

３．脱炭素社会に向け、今後市の取り組みは

４．農業振興策について

５．地域おこし協力隊について

６．消防団員数減少について

14P 堀井新太郎（高志会）
１．地域活性化への支援について

２．道の駅の電気自動車充電スタンドの取扱

いについて

３．新型コロナウイルスに対する心のケアに

ついて

阿部十全
（立憲民主・きずな）

３月定例会では、

８人の議員が質問に立ちました。

環
境
に
対
す
る
調
査
研
究
の
人

材
育
成
は
。

地
元
の
大
学
や
高
校
で
は
、
新

た
な
分
野
へ
の
挑
戦
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
模
索
し
て
い
る
。
今
年
４
月

か
ら
は
、
秋
田
大
学
と
県
立
大
学
「
共

同
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
」
に
お
い

て
、
環
境
負
荷
低
減
と
地
域
の
産
業
振

興
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
た
。
再
エ
ネ
関
連
事
業

者
の
協
力
を
得
て
、
人
材
育
成
に
向
け

教
育
機
関
に
要
請
し
て
い
く
。

問答 風
力
発
電
に
つ
い
て

他
自
治
体
と
の
広
域
で
の
連
携

体
制
は
。

災
害
時
に
お
け
る
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
は
、「
秋
田
県
及
び

市
町
村
相
互
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
応
援
・
協
力
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。

問答 災
害
に
備
え
た

　
　
　
公
の
機
関
の
連
携
は

　
そ
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
や
気
象
庁

な
ど
の
機
関
と
は
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
や

リ
エ
ゾ
ン
派
遣
な
ど
あ
ら
ゆ
る
連
携
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

外
国
製
大
型
風
車
に
頼
る
国
内

再
エ
ネ
の
将
来
性
は
。

世
界
的
な
需
要
の
高
ま
り
と
、

技
術
革
新
や
低
コ
ス
ト
化
が
図

ら
れ
て
き
て
お
り
、
外
国
企
業
と
国
内

企
業
が
連
携
し
た
モ
ノ
づ
く
り
が
増
え

て
い
く
と
考
え
る
。

　
さ
ら
な
る
技
術
革
新
や
低
コ
ス
ト
化

が
進
み
、
国
内
企
業
の
強
み
を
結
集
し

て
国
際
競
争
力
を
高
め
、
日
本
市
場
が

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
て
い

る
。 問答 再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

オランダ風車群
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤正人
（公明党）

佐々木隆一
（日本共産党）

鹿
角
市
で
官
製
談
合
防
止
法
違

反
の
疑
い
で
前
市
長
・
元
職
員

ら
が
逮
捕
さ
れ
た
。
市
の
入
札
で
業
者

の
最
低
制
限
価
格
を
も
ら
し
た
。

　
本
市
で
過
去
１０
年
間
で
最
低
制
限
価

格
と
落
札
価
格
が
同
額
と
な
っ
た
例
が

あ
る
か
。
ま
た
市
役
所
職
員
を
退
職
し

た
人
が
業
者
や
業
界
に
再
就
職
し
た
例

が
あ
る
か
。

過
去
10
年
間
の
本
市
の
公
共
工

事
の
入
札
件
数
は
１
９
１
７
件

で
最
低
制
限
価
格
と
落
札
価
格
が
同
額

と
な
っ
た
の
は
62
件
。
こ
れ
は
業
者
の

積
算
努
力
に
よ
る
結
果
で
あ
る
。

　
管
理
監
督
者
の
地
位
に
あ
っ
た
職
員

は
、
退
職
後
２
年
間
の
再
就
職
の
届
出

を
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
の
届
出
に
よ

る
と
市
の
発
注
す
る
業
務
へ
の
入
札
が

可
能
な
業
者
へ
の
再
就
職
は
４
人
で
あ

る
。 問答 鹿

角
市
・
官
製
談
合
事
件
に

　
　
　
　
　
　
　
関
連
し
て

成
年
年
齢
が
１８
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
が
１８
、
１９
歳
の
未
成
年

者
取
消
権
も
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。

　
成
年
と
な
っ
た
高
校
生
、
大
学
生
が

う
ま
い
話
に
の
せ
ら
れ
る
消
費
者
被
害

が
想
定
さ
れ
る
。
県
教
委
な
ど
と
連
携

し
高
校
生
の
う
ち
か
ら
被
害
の
未
然
防

止
の
た
め
消
費
者
教
育
と
被
害
に
あ
っ

た
場
合
は
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

若
者
が
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
市
の
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
注
意

喚
起
を
行
っ
て
き
た
。

　
県
教
委
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
注
意
喚
起
や
契
約
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
周
知
に
努
め
て

い
く
。

問答 成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に

よ
る
消
費
者
被
害
の
防
止
を

賃
金
向
上
や
人
口
の
社
会
減
へ

の
具
体
的
な
目
標
の
設
定
は
。

指
標
と
し
て
じ
か
に
定
め
て
い

な
い
が
重
要
な
成
果
の
一
つ
と

し
て
、
そ
の
下
支
え
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
進
め
る
。

問答

寛
容
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

女
性
や
外
国
人
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
が
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
優
し
い

由
利
本
荘
市
を
目
指
す
。

問答

デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
女
性
の
就
労

促
進
は
。

労
働
局
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
よ
り
良
い
条
件
で
働
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
の
習
得
と
就
労
支
援
に
取
り
組
む
。

問答 人
口
減
少
対
策
は

申
請
方
法
と
助
成
内
容
は
。

郵
送
の
ほ
か
、
電
子
申
請
も
可

能
と
し
、
利
便
性
や
経
済
的
負

担
を
考
慮
し
た
助
成
内
容
を
検
討
す
る
。

問答 が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
等

費
用
助
成
事
業
の
見
直
し
を

不
妊
治
療
や
が
ん
治
療
に
職
場

の
協
力
は
。

治
療
を
続
け
な
が
ら
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
職

場
の
理
解
と
環
境
整
備
の
促
進
に
努
め

る
。 問答 健

康
・
福
祉
の
充
実
の
た
め

　
　
　
　
　
職
場
の
協
力
を

羽
後
本
荘
駅
東
西
自
由
通
路
に

作
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
。

道
路
占
有
許
可
を
受
け
、
効
果

的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
総
合

的
に
検
討
す
る
。

問答 芸
術
・
文
化
作
品
の
展
示
場
所
に

東西自由通路の活用を
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤義之
（高志会）

松本学
（市民の窓口）

地
元
有
志
に
よ
る
周
辺
整
備
や

野
外
イ
ベ
ン
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
発
信
や
道
路
の
整
備
で
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

駐
車
場
や
遊
歩
道
整
備
を
望
む
声
も

あ
る
が
、
推
進
の
考
え
は
。

檜
山
滝
へ
つ
な
が
る
農
道
は
、

民
有
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
拡

幅
や
整
備
を
行
う
こ
と
は
、
困
難
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
地
元
町
内
や
「
檜
山
滝
を
美
化
す
る

会
」
と
連
携
を
図
り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
や
案
内
看
板
の
整
備
を
視
野
に

魅
力
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い
く
。

問答 ジ
オ
サ
イ
ト
檜
山
滝
の

　
　
　

周
辺
整
備
の
推
進
は

観
光
地
・
文
化
施
設
な
ど
の
看

板
へ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
表
示
す
る

こ
と
で
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
地
域
の

情
報
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
可
能
と
な

る
。
交
流
人
口
拡
大
へ
と
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
が
。

看
板
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
の

紹
介
で
は
限
度
が
あ
る
た
め
、

詳
細
な
説
明
や
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

の
情
報
発
信
を
行
う
に
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
効
果
的
と

考
え
る
。

　
新
年
度
に
は
、
矢
島
地
域
の
史
跡
へ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
標
柱
を
設
置
す
る
な

ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
よ
り
詳
し
い

情
報
を
閲
覧
で
き
る
事
業
を
計
画
し
て

い
る
。

問

答

観
光
地
・
文
化
施
設
な
ど
の

　
　

案
内
看
板
の
Ｉ
Ｔ
化
は

地
元
で
生
産
さ
れ
て
い
る
、
栄

養
豊
富
な
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を

食
育
・
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
も
、
さ

ら
に
取
り
扱
う
考
え
は
。

現
在
、
市
内
小
中
学
校
の
う
ち

６
校
で
使
用
し
て
お
り
、
そ
の

使
用
回
数
は
小
友
小
学
校
で
月
１
回
、

他
５
校
で
は
年
に
１
、
２
回
程
度
で
あ

る
。
容
器
が
瓶
で
あ
る
た
め
、
全
て
の

学
校
で
定
期
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
行
事
食
や
給
食
週
間
な
ど
で

き
る
限
り
取
り
入
れ
て
い
く
。

答 学
校
給
食
で
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
普
及
は

問

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
促
進
の

際
、
市
が
提
供
し
た
本
サ
ー
ビ

ス
が
終
了
に
な
る
。
市
と
し
て
電
話
再

加
入
に
要
す
る
補
助
や
助
成
の
考
え
、

ま
た
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
に
代
わ
る
も

の
は
な
い
か
。

　

ロ
ー
カ
ル
Ｆ
Ｍ
を
開
局
し
受
信
機
を

配
り
、Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
の
代
替
え

に
し
て
は
ど
う
か
。

電
話
サ
ー
ビ
ス
再
加
入
に
関
す

る
補
助
な
ど
は
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
実
施
し
な
い
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
に
つ
い
て
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
、
個
別
に
通
知

を
行
い
、
照
会
に
対
し
て
は
市
民
が
納

得
で
き
る
よ
う
十
分
説
明
を
行
っ
て
き

た
。Ｉ

Ｐ
音
声
告
知
端
末
に
よ
る
防
災
情

報
発
信
は
終
了
す
る
が
、
テ
レ
ビ
放
送

で
の
「
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
・
Ｌ

問答 ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
０
５
０
I
P
電
話
、

I
P
音
声
告
知
端
末
お
よ
び
I
P
電
話

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
の
終
了
に
つ
い
て

ア
ラ
ー
ト
」
と
連
携
し
た
各
種
緊
急
情

報
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
防
災
メ
ー
ル

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用

し
な
が
ら
防
災
情
報
の
充
実
に
努
め
る
。

　

Ｆ
Ｍ
開
局
に
関
し
て
は
広
大
な
由
利

本
荘
市
で
は
受
信
で
き
な
い
地
域
が
あ

る
の
で
難
し
い
。

降
雪
、
積
雪
に
伴
う

　
　
　
　

問
題
へ
の
対
応
は

登
録
制
の
有
志
除
雪
隊
の
結
成

な
ど
の
工
夫
で
他
地
域
と
差
別

化
し
、ま
ち
の
魅
力
の
一
つ
と
し
て
「
冬

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指

せ
な
い
か
。

「
総
合
的
な
雪
対
策
の
推
進
」
を

主
要
戦
略
の
一
つ
に
掲
げ
「
由

利
本
荘
市
道
路
除
雪
計
画
」
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
。

　
住
宅
街
の
雪
置
き
場
の
確
保
に
つ
い

て
は
空
き
地
な
ど
を
活
用
し
、
空
き
地

の
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
「
地
域
住

民
用
雪
置
き
場
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な

ど
を
対
象
に
、
玄
関
か
ら
道
路
に
至
る

通
路
の
確
保
に
必
要
な
除
雪
支
援
に
加

え
、
町
内
会
な
ど
の
除
排
雪
共
助
組
織

の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
、
現
在
11
団
体

が
活
動
し
て
い
る
。

問答
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ここが聞きたい
一 般 質 問

小川幾代
（立憲民主・きずな）

佐藤健司
（高志会）

若
い
方
々
に
よ
り
、
魅
力
の
あ

る
よ
り
効
果
的
な
施
策
を
取
る

時
期
で
は
。

新
年
度
予
算
案
で
は
若
い
世
代

へ
の
施
策
と
し
て
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
「
由
利
本
荘
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
の
設
置
や
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
制
度
を
活
用
し
新

規
就
農
を
目
指
す
担
い
手
の
確
保
を
図

る
ほ
か
、
新
た
な
人
を
呼
び
込
む
「
ナ

リ
ワ
イ
づ
く
り
」
や
「
ア
ベ
イ
バ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
に
も
「
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
」
や
奨
学
金
の
返
還
金
を
助
成
す
る

制
度
の
創
設
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問答 人
口
減
少
対
策

令
和
４
年
、
米
生
産
に
向
け
て
。

ま
た
輸
出
に
向
け
た
取
り
組
み

の
考
え
は
。

問 農
業
振
興
策

洋
上
風
力
発
電
事
業
に
お
い
て

地
元
産
業
の
振
興
を
ど
の
よ
う

に
図
る
か
。

本
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
事
業

に
つ
い
て
、
２
月
に
は
選
定
事

業
者
か
ら
事
業
概
要
の
ほ
か
、
地
域
貢

献
策
の
提
案
な
ど
、
地
元
企
業
の
参
入

も
十
分
に
期
待
で
き
る
内
容
の
説
明
を

受
け
た
。

　
市
と
し
て
は
、
多
く
の
地
元
企
業
や

団
体
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
産

業
の
活
性
化
や
波
及
効
果
に
つ
な
が
る

よ
う
協
議
を
進
め
、
人
材
育
成
や
設
備

投
資
に
対
す
る
追
加
の
支
援
な
ど
も
検

討
し
て
い
く
。

問答 産
業
振
興
策

「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
の
目

標
値
を
家
庭
系
ご
み
に
限
定
し

た
理
由
は
。

市
の
ご
み
排
出
量
の
７
割
以
上

が
家
庭
系
ご
み
で
あ
り
、
重
点

的
に
取
り
組
む
た
め
で
あ
る
。

問答

事
業
系
ご
み
削
減
へ
の
取
り
組

み
は
。

商
工
会
な
ど
と
連
携
し
、
事
業

者
へ
減
量
化
、
分
別
化
へ
の
取

り
組
み
強
化
を
お
願
い
す
る
ほ
か
、
ご

み
を
多
量
に
排
出
し
て
い
る
事
業
者
に

は
、
個
別
指
導
を
行
う
。

問答

家
庭
系
ご
み
削
減
へ
の
取
り
組

み
は
。

現
在
の
分
別
回
収
に
加
え
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
等

の
回
収
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
で
捨
て
方

や
分
別
区
分
を
案
内
す
る
機
能
も
あ
る
。

問答 ご
み
減
量
化
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を

住
民
票
登
録
は
都
市
部
、
生
活

の
拠
点
が
本
市
に
あ
る
場
合
の

課
税
の
あ
り
方
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

地
方
税
法
で
は
、
住
民
票
の
あ

る
都
市
部
で
住
民
税
が
課
税
さ

れ
、
本
市
で
は
課
税
で
き
な
い
。

　
国
で
は
、「
家
屋
敷
課
税
」
や
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
な
ど
、
二
地
域
居
住
の

税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
施

策
と
取
り
組
み
が
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

な
ど
を
活
用
し
「
魅
力
あ
る
ま
ち
」
と

し
て
展
開
し
て
い
く
。

問答 二
地
域
居
住
に
お
け
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
受
益
の
負
担

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
が
有
効

で
は
な
い
か
。

受
信
で
き
な
い
地
域
も
多
い
ほ

か
、
情
報
提
供
な
ど
に
格
差
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
導
入
は
困
難
と

考
え
る
。

問答 大
規
模
災
害
時
の
情
報
伝
達

令
和
３
年
産
米
の
輸
出
は
、
５

経
営
体
に
お
い
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
の
う
ち
約
６
㌧
は
農
協
が
試

験
的
に
輸
出
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

県
の
事
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性

を
探
り
な
が
ら
関
係
機
関
と
の
情
報
交

換
に
努
め
て
い
く
。

　
経
営
安
定
策
に
つ
い
て
は
、
主
食
用

米
を
柱
に
高
収
益
作
物
の
導
入
や
水
田

活
用
米
穀
へ
の
作
付
け
誘
導
を
推
進
し
、

所
得
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答

今
後
、
ご
み
排
出
量
の
推
移
情
報
な

ど
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
。
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堀井新太郎
（高志会）

ここが聞きたい
一 般 質 問

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
配
慮

は
。

受
益
者
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な

集
会
施
設
は
、
町
内
会
な
ど
と

協
議
を
重
ね
、
充
分
な
理
解
を
得
な
が

ら
、
譲
渡
を
進
め
る
。
現
段
階
で
コ
ロ

ナ
禍
を
理
由
と
し
た
譲
渡
の
見
直
し
の

考
え
は
な
い
が
、
丁
寧
な
状
況
把
握
と

協
議
で
柔
軟
に
進
め
て
い
く
。

問答 地
域
活
性
化
へ
の
支
援
を

市
内
３
カ
所
の
設
備
を
昨
年
末

に
閉
鎖
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
の
視
点
か
ら
時
期
尚
早
で
は
。

民
間
企
業
が
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
全
額
事
業
者
負
担
で

設
置
し
た
。
ま
た
、
管
理
は
５
年
間
の

契
約
で
道
の
駅
が
行
っ
て
き
た
。

問答 道
の
駅
の
自
動
車
充
電

　
　
ス
タ
ン
ド
の
取
扱
い
は

　
計
画
よ
り
平
均
利
用
台
数
が
少
な
く
、

契
約
終
了
に
あ
た
り
譲
渡
を
受
け
た
場

合
、
収
益
性
や
維
持
経
費
な
ど
を
考
慮

し
、
運
用
は
困
難
と
判
断
し
た
。

　

し
か
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や

持
続
可
能
な
社
会
の
取
り
組
み
は
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。ク

ラ
ス
タ
ー
や
休
校
な
ど
が
増

え
て
い
る
。
外
出
自
粛
や
自
宅

待
機
が
増
え
る
中
、
不
安
な
気
持
ち
に

な
っ
た
方
へ
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
具

体
策
は
。毎

月
、臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
相
談
日
」
を
開
催
し
た
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、
簡
単
に

心
の
状
態
を
確
認
で
き
る
サ
イ
ト
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
と
心
の
健
康
」
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
商
工
会
と

連
携
し
、
配
布
し
て
い
る
。
不
安
や
悩

み
が
続
く
場
合
、
早
め
に
ご
相
談
い
た

だ
き
、
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
支
援
し

て
い
く
。

問答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
対
す
る
心
の
ケ
ア
は

市議会では次のとおり議員連盟を設立しました

森林・林業・林産業活性化推進

議員連盟 （参加議員２２人）

森林・林業・林産業の活性化を図ることを目的

に研修や要望活動、各種事業を行う。

《趣　　旨》

会　長　三浦　　晃

副会長　阿部　十全

理　事　佐藤　正人

理　事　松本　　学

理　事　甫仮　貴子

理　事　長沼　久利

事務局長兼会計　　

　　　　泉谷　赳馬

監　事　三浦　秀雄

顧　問　伊藤　順男

顧　問　髙橋　和子

《役　　員》

再生可能エネルギー調査研究

推進議員連盟 （参加議員２１人）

由利本荘市における再生可能エネルギーの調査
研究を通し、市民生活とバランスのとれた再生
可能エネルギー発電事業を推進し、持続可能な
社会の実現に寄与することを目的に研修や要望
活動、各種事業を行う。

《趣　　旨》

会　長　小松　浩一

副会長　正木　修一

理　事　佐々木隆一

理　事　吉田　朋子

理　事　大友　孝徳

理　事　堀井新太郎

事務局長兼会計

　　　　岡見　善人

監　事　三浦　秀雄

顧　問　伊藤　順男

顧　問　髙橋　和子

《役　　員》
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４日

８日

９日

２８日

３日

２３日

新春商工パーティー

成人式（令和２年度対象者）

成人式（令和３年度対象者）

公益社団法人由利本荘青年会議所新年祝賀会

優良技能者表彰式

本荘由利広域市町村圏組合議会定例会

１月

２月

３月

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

8,000円
（2件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

26,500円
（1件）

30,000円
（1件）

議長公務（主なもの）

議長交際費

議会日誌
１月

２月

３月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

議会運営委員会

議長による新任議員等研修会　～２１日

臨時会

議会全員協議会

会派代表者会議

産業建設常任委員会協議会

議会運営委員会

会派代表者会議

本会議（開会）

会派代表者会議

正副委員長会議

本会議（会派代表質問）～４日

本会議（一般質問）

会派代表者会議

本会議（一般質問）～８日

議会運営委員会

議会報告会実行委員会

委員会（議案審査）～１１日

議会運営委員会

本会議（閉会）

議会全員協議会

議会報編集特別委員会

３

月

定

例

会

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１５ １６ ２０１８ １９１７ ２１

２０ ２６ ２８

２９ ３０ ３１ ２ ４

２４２３

５ １１１０

１２ １４１３ １６ １７ １８

１９ ２０ ２２ ２３ ２４ ２５

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

常任
委員会

２１

日

３

８
常任
委員会

７６ ９

１５

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

２７

本会議
（閉会）

（１／１～３／３１）

議会だよりをちいき本棚で！
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」のちいき

本棚でご覧いただけるようになりました。

 https://cccc.backshelf.jp/

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は５／２７～6／１５◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索

 ５日

１１日

１９日

２０日

２６日

４日

８日

１６日

３日

４日

７日

８日

９日

１７日

２９日

　５月１７日（火）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

６／１
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編
集
後
記

委
員
長　
　

正
木　

修
一

副
委
員
長　

泉
谷　

赳
馬

委
員　
　
　

佐
藤　

正
人

　
　
　
　
　

佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　

大
友　

孝
徳

　
　
　
　
　

甫
仮　

貴
子

　
　
　
　
　

小
川　

幾
代

　
　
　
　
　

吉
田　

朋
子

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

の住む地域では、毎年９月に月山神社祭典と

いうお祭りが行われます。２日間にわたり開

催される、地域が誇る伝統行事です。しかし、ここ

２年間は新型コロナウイルスの影響により中止とな

りました。行事が中止になり、地域の人たちと活動

する機会が少なくなると、以前までは当たり前に感

じていた地域の一体感や温かさは、何かきっかけが

ないと感じることができない、特別なものだったの

ではないかと思うようになりました。

　地域の伝統は、絶対に途絶えさせてはいけない

なと、強く感じました。将来どれだけ時が流れても、

わたしたちの自慢のふるさとを、いつまでも感じる

ことの出来る町であってほしいと思います。

利本荘市は、海、山、川など豊かな自然に囲

まれています。学校から見える鳥海山は、四

季によって表情を変え、私たちを見守ってくれてい

ます。地域を流れる子吉川は、私たちをおだやかな

気持ちにさせてくれます。そんな心も体もすっきり

させてくれる自然は、毎日のように見ていてとても

身近に感じられます。

　しょうぶカーニバル、八幡神社祭などさまざまな

イベントが開催されることも本荘のよいところです。

由利本荘市は、自然の恩恵と多くの人の力に支えら

れて成長できる町だと思います。

　私も、地域の人々に感謝し、子どもたちに喜ばれ

るようなイベントに協力して、未来の明るい由利本

荘市になるように貢献していきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.26

私 由

美しい自然と楽しい町これまでも  これからも

尾崎小学校 ５年

さん大須賀 乃衣

鳥海中学校 ２年

（町内名　御門町）（町内名　下野）

さ あや ねとう す がおお の い

さん佐藤 絢音

　
遠
州
流
茶
道
教
室
を
自
宅
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
矢
島
の
旧
藩
主
生
駒
公
と
流
祖

の
遠
州
公
が
縁
戚
関
係
に
当
た
る
と
の
ご
縁
か

ら
、
菩
提
寺
の
龍
源
寺
と
矢
島
中
・
高
校
で
茶

道
教
室
や
部
活
動
の
指
導
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
全
て
活
動
中
止
の
な
か
、
教
育

の
機
会
を
守
り
た
い
と
の
学
校
側
の
方
針
に
賛

同
し
、
万
全
の
対
策
を
し
て
臨
み
ま
し
た
。
生

徒
は
慣
れ
な
い
正
座
、
作
法
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
懸
命
に
挑
戦
し
、
掛
軸
の
意
味
を
知
り
、
歴

史
に
ふ
れ
、
道
具
を
使
い
こ
な
し
、
季
節
の
お

菓
子
と
抹
茶
を
楽
し
み
、
最
終
的
に
は
力
を
合

わ
せ
て
先
生
方
を
お
招
き
し
ま
し
た
。「
大
変

結
構
で
し
た
」
の
ご
挨
拶
に
自
身
の
成
長
を
感

じ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
茶
会
の
楽
し
み
は

常
に
参
加
者
の
笑
顔
で
す
。
早
く
そ
の
様
な
日

常
が
戻
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

茶

道

の

楽

し

み

こ

み

き

く

ど
う

さ
ん

本
荘
地
域

  
   

　　　（
町
内
名
　三
軒
町
）

工
藤

貴
美
子

　

青
葉
若
葉
の
美
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
入
学
の
春
、
新
社
会
人
の
春
、

心
踊
る
春
、、、
由
利
本
荘
市
で
新

た
な
門
出
、
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
議
会
だ
よ
り
は
年
４
回
、

市
の
広
報
と
と
も
に
届
け
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
手
に
取
り
今
議
会
で
ど

の
様
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
い

る
か
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
会
報
が
議
会
と

市
民
の
皆
様
の
架
け
橋
と
な
る
よ

う
よ
り
一
層
親
し
ま
れ
る
誌
面
づ

く
り
に
取
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。   

（
甫
仮
貴
子
）
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